
 松戸市立金ケ作中学校グランドデザイン 
【千葉県教育の目標】 

・社会の中で個性が輝く 

「人間力」の醸成 

・家庭・学校・地域連携による 

教育力の向上 

・豊かな学びを支える 

教育環境の整備 

・子どもたち一人一人の 

教育的ニーズに対応した 

特別支援教育の推進 

 

校訓：あいさつ・思いやり・たくましさ 

学校教育目標 

新しい時代を担う知・徳・体・情・意を

備えた人間性豊かな生徒の育成 

 【学びの松戸モデル】 

・何を学ぶ・・・・・・・学ぶ内容、機会の充実 

・どこで学ぶ・・・・・・学ぶ環境、システムの充実 

・どのように支える・・・・学びの支援の充実  

【松戸市学校指導方針】 

・生きる力の育成４つの柱 
  確かな学力 思いやりのある豊かな心 

  健やかな体 特別支援教育 

・特色ある学校づくり 
  創意工夫を生かした学校経営 

めざす学校像 

《生徒一人ひとりの夢や希望をはぐくみ、 

生徒・保護者・地域・教職員の誇りとなる学校》 

 

① 生徒が自主的・実践的に活動する学校 

② 生徒第一に教育活動を進める学校 

③ 誰もが安心・安全に生活できる学校 

④ 地域とともにある信頼される開かれた学校 

めざす生徒像 

① 進んで学習する生徒 

② 礼儀正しく思いやりのある生徒 

③ 体力の向上に取り組む生徒 

めざす教員（職員）像 

① 情熱と使命感のある教師（職員） 

② 授業で勝負する教師（職員） 

③ 愛情を注ぎ、生徒に関わる教師（職員） 

④ 生徒や保護者、地域の期待に応える職員 
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（1） 全職員が協働の意識をもち、組織として生徒の健全育成と学力の向上を保障 

（2） 学習指導の工夫・改善、支援の充実を図り、わかる授業・楽しい授業の展開 

（3） 生徒の自主性、実戦的な態度と道徳性の育成を目指した学年・学校経営の充実 

（4） 道徳人権教育を充実させ、生徒の夢や希望をはぐくみ、誇りとなる学校の構築 

（5） 特別な支援・配慮を要する生徒に、共通理解と専門性を活用し、適切な指導の実施 

（6） 運営委員会を機能させ、家庭・地域との連携を図り、開かれた学校づくりの推進 

 

〈 本 年 度 の 重 点 〉 

学習指導の充実 生徒指導・教育相談の充実 環境の整備・美化・安全管理の徹底 
・生徒の実態等の分析、改善策の明確化 

・言語活動の充実（「主体的・対話的で深い学び」の

視点に立った授業改善） 

・基礎基本の定着、活用力の育成（学習のねらいと

振り返りの場面設定の明確化） 

・個に応じた指導の充実（少人数指導・ティームティーチングの活用）  

・生徒の主体的な授業参加（ICT機器の積極的活用） 

・金中タイムの有効活用、図書館教育の充実 

・オンライン授業による学びの機会及び支援の充実 

・組織的な生徒指導体制の確立 

・基本的生活習慣の確立（「時を守り、場を清め、礼を正

す」を教師が手本を示し、指導徹底） 

・いじめや暴力行為を許さない環境づくり（問題行動の早

期発見・対応） 

・不登校傾向や悩みを抱えている生徒のきめ細やかな個

別指導（相談室・SSW、行政機関等と連携） 

・信頼される環境づくり（生徒や保護者が相談しやすい人

間関係、環境づくり） 

・安心安全な学習の場づくり（教育環境の整備、

日々の安全点検、清掃指導） 

・生活の基本といての自主的な清掃活動や整理

整頓を積極的に行う 

・危機管理マニュアルの見直しと教職員への周

知徹底を図るとともに、地域や松戸市危機管

理課との連携により防災教育や避難訓練を確

実に実施することで、災害等に対応できる生

徒・教職員を育成する 

・コロナウイルス感染症の対策 

進路指導・キャリア教育の充実 健康の増進と体育的活動の充実 開かれた学校づくりの推進 
・将来を見据え、自己の生き方を真剣に考える進路

指導、生徒自ら目的をもった進路選択、自己実現

への過程を大事にする指導・支援 

・勤労観・職業観を育てるキャリア教育を推進（地域

人材活用、職場体験） 

・計画的な体力・運動能力の向上（実態を的確に把握） 

・食習慣の形成（食に関する指導の充実、家庭と連携） 

・生徒の自主性を重視し、部活動の活性化を図るととも

に、ガイドラインを踏まえ、休養日の設定や適切な活動

時間の設定などのバランスのとれた生活や成長の配慮 

・生徒の地域行事への積極的な参加促進を図る 

・学校への関心を高める工夫（学校からの積極的

発信及び HPの充実による情報の提供と公開機

会の充実） 

・学校・地域・家庭や知己の期待の応えられる学

校づくり（学校教育目標や課題の共有） 

道徳教育・人権教育の充実 特別支援教育の推進 そ の 他 
・道徳教育の多様な指導法を取り入れた授業展開

（全体計画、年間教育、評価計画の作成） 

・いじめを許さない態度、いじめを未然に防いだり、自

分たちで解決できる力の育成 

・道徳的実践力や社会性を高める（ボランティア、福

祉体験） 

・特別な支援を要する生徒への指導体制の整備・充実

（巡回相談等の活用、適応指導教室等と連携） 

・誰にとってもわかりやすい授業づくり（授業のユニバーサ

ルデザイン化） 

・交流及び共同学習の充実（特別支援学級、県立特別

支援学校） 

・授業、学級・学年経営、校務分掌での実践成果

を上げるため、人事評価面談の充実を図る 

・若手教職員育成を学校全体で行う体制の整備 

・教育公務員としての自覚をもった教職員集団の

構築（研修の充実、教職員自己の根絶） 

・校務の見直しと業務改善を図る 

教員評価 資質能力の向上 業務改善 服務規律の確保 危機管理意識 

使命感・責任感にあふれ、同僚性の高い「チーム金中」の教職員集団 



 


